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して，Geographical Section of the General Staff 
(GSGS, MI4 とも呼称されている。訳語として久武
は「参謀本部地理課」を当てる（久武 2005：6）)
が設置されている。本機関は GSGS Series の地図
を発行していることなどで日本においても知られて
いる。本稿では，英国海軍の諜報機関である英国海
軍情報部 the Naval Intelligence Division（後述）
の一セクションである NID5 （ Geographical 
Handbook）（後述）に限定し，ここで編集された













に，Harry Hinsley が公的歴史記録として，British 
Intelligence in the Second World War (1979-1984 
3v in 4 ) を刊行し，英国諜報サーヴィスの機密が解
除されるようになってからである（ Balchin 




（OSS:Office of Strategic Service）に勤務していた





Observations on Wartime Geography in England”
にまとめ発表した。フリーマン Thomas Walter 
Freeman（1908-1988）は，「戦時下の活動は内密に
することが習慣であった」とのべているのだが
（Freeman 1980: 142-143）。1987 年，W. G. V. 
Balchin は論文“United Kingdom Geographers in 
the Second World War”を記した。 
上記 2 点の論文中において GHS および NID5 と
それらの関連部局が取り上げられている。2003 年，
Hugh Clout and Cyril Gosme の共著論文“The 











をかんがみ，2005 年 7 月から 9 月にかけて，英国
図書館 the British Library およびオックスフォー





















されている」  と定義されている（Prytherch 
2005:317）。『図書館情報学用語辞典』（第２版）に
よれば，（巻末索引）「handbook 便覧」と記載され，












ードを GHS の性格に付与している (Clout and 













としては，古くは Ritter,C. の｢Die Erdkunde｣全 19
巻（1822～1859）があり，第２次世界大戦前には，
Vidal de la Blache, P.と Gallois,L. との監修になる
フランス学派の「Géographie Universelle」全 15
巻がある。単行本としてはいくつもあるが，James,P. 




すことはできなかった。なお，Clout and Gosme は
40，50 年位前まで，GHS がよくしられていたが，
英国海軍情報部作成の Geographical Handbook Series に関する一考察 4 
今日，地域研究書としての存在価値が忘れ去られた


















Ⅱ 英国海軍情報部の成立ならびに GHS の前史 
 
1. 英国海軍情報部の成立 





























組織は拡大され Director of Military Intelligence



















れること 10 年，1883 年 2)，John Colomb 大佐（後
に，Sir）の助力により海軍司令部内に William Hall
大佐(1870-1943)の指揮下，海外情報（諜報）委員会 
the Foreign Intelligence Committee（FIC）を設置
した（北岡 2002：30）（Andrew 1985: 12-13）。 
1887 年，DMI と同じく，Hall 大佐を初代の海軍
情報部長官 Director of Naval Intelligence （DNI）
として海外情報（諜報）委員会にとりこみ，英国海
軍情報 the Naval Intelligence Department （NID）







なった（Andrew 1985: 58-59）（北岡 2002：34）。
対外情報部の長にカミング海軍中佐 Commander 









英国海軍情報部(NID)内に地理課 a Geographical 
Section が創設された（Wilson 1946:603）。地理課
は 1915 年から 4ヵ年間で GHS の前身である AGH
を刊行した。この経緯をフリーマンは，「英国地理学
協会（RGS）およびその他の場所で主としてデクソ









































1939 年 6 月 16 日，新たに英国海軍情報部長官
（ DNI ）に任命されたゴッドフレィ  John 
Godfrey5) (1888-1971)少将は，デベンナム Frank 
Debenham6)（1883-1965）ケンブリッジ大学教授




を与えなかった（Clout and Gosme 2003:156）
（Balchin 1987:171）。 
1940 年，ゴッドフレィ少将と補佐官であるフレミ
ング Ian Fleming8) (1908-1964) は，メーソン
Kenneth Mason9)（1887-1976）オックスフォード
大 学 教 授 （ 1932-1953, 地 理 学 部 長 Head of 
Geography）に戦争を指揮する上で必要とおもわれ
る多数の地理学的レポートの作成を依頼した（Clout 





ブリッジ大学を訪れ，1940 年 12 月 12 日に海軍本
部で開催された会議の席上で着手することがきめら
れた企画書とともに，（両大学の地誌的）共同作業の
覚え書きに調印した（Clout and Gosme 2003:156）
（Balchin 1987:171）。新セクションは NID5 として
認可され，1941 年 1 月 15 日に大蔵省の承認を受け
英国海軍情報部作成の Geographical Handbook Series に関する一考察 6 




年 9 月時点）を参考にして概説しよう（Oxford 










The Inter-Service Topographical Department 
(ISTD)で，全ての作戦に先んじて詳細な地理情報を
準備する責務を負っている。NID7 は Construc- 
tional Engineering and Technical Matters。 NID8
は Operational Intelligence Centre。 NID９は W. 
T. (Wireless Telegraphy か)。 NID10 は暗号（表）。
NID11 は写真図書館。NID12 は諜報要約。Hinsley
によると 1 日に資料約 400 事項を要約したとの記事
あり（Hinsley 1981:650-651)。NID12a は Govern- 
ment Communication Bureau。 NID14 は海軍事
務局他。NID15 は D. N. A. D.（内容不明）との連
絡機構。NID15a は D. T. S. D. （内容不明） との
連絡機構。NID16 はロシア他。NID17 は J. I. C. 




「Room39」で作業を行う。NID18 は Naval Section 
Washington。NID19 は情報(Information)課。NID20 
は占領されていないフランスの地域他。NID21 は


























写真 1 GHS 全巻 
英国図書館マップ・ルームの書架に排架されている。 
（撮影 英国図書館：2006 年 9 月） 
 
作成した「GHS の刊行リスト（B. R. No順）」（表 1）















れている（Clout and Gosme 2003:158）。当然含ま
れてしかるべき地域（国）が欠けている。例えば，











493 Jugoslavia  Vol.Ⅰ ケンブリッジ 1944 年 10 月 1945 年 3 月 有 
493a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 10 月 1945 年 5 月 有 
493ｂ 同上 Vol.Ⅲ 同上 1945 年 6 月 1946 年 1 月 有 
500 Dodecanese   オックスフォード 1941 年 10 月 1941 年 12 月 無 
500 同上 ２nd ed. 同上 1943 年 12 月 1944 年 5 月 無 
501 Norway Vol.Ⅰ 同上 1942 年 1 月 1942 年 2 月 無 
501a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1943 年 1 月 1943 年 2 月 無 
502 Spain & Portugal Vol.Ⅰ. The Peninsula 同上 1941 年 12 月 1942 年 3 月 無 
502a 同上 Vol.Ⅱ Portugal 同上 1942 年 11 月 1943 年 3 月 無 
502b 同上 Vol.Ⅲ Spain 同上 1944 年 3 月 1944 年 3 月 無 
502ｃ 同上 Vol.Ⅳ Atlantic Islands 同上 1945 年 1 月 1945 年 3 月 無 
503 France Vol.Ⅰ ケンブリッジ 1942 年 6 月 1942 年 11 月 無 
503a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1942 年 9 月 1942 年 12 月 無 
503b 同上 Vol.Ⅲ 同上 1942 年 10 月 1943 年 7 月 無 
503c 同上 Vol.Ⅳ  同上 1942 年 10 月 1943 年 9 月 無 
504 Iceland   同上 1942 年 7 月 1942 年 11 月 無 
505 Algeria Vol.Ⅰ オックスフォード 1943 年 2 月 1943 年 2 月 有 
505a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 5 月 1944 年 7 月 有 
506 Morocco Vol.Ⅰ 同上 1941 年 12 月 1942 年 1 月 有 
506a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1942 年 10 月 1943 年 1 月 有 
507 Turkey Vol.Ⅰ 同上 1942 年 4 月 1942 年 4 月 有 
507a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1943 年 3 月 1943 年 3 月 有 
508 Corsica   ケンブリッジ 1942 年 11 月 1943 年 8 月 無 
509 Denmark   同上 1944 年 1 月 1944 年 5 月 無 
510 Indo-China   同上 1943 年 12 月 1944 年 5 月 有 
512 French West Africa Vol.Ⅰ.(The Federation) オックスフォード 1943 年 12 月 1943 年 12 月 有 
512a French West Africa Vol.Ⅱ.(The Colonies) 同上 1944 年 12 月 1944 年 12 月 有 
513 Syria   同上 1943 年 4 月 1943 年 4 月 有 
514 Palestine & Transjordan   同上 1943 年 12 月 1943 年 12 月 無 
515 French Equatorial Africa   同上 1942 年 12 月 1943 年 1 月 有 
516 Greece Vol.Ⅰ ケンブリッジ 1944 年 3 月 1944 年 9 月 有 
516a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 10 月 1945 年 8 月 有 
516b 同上 Vol.Ⅲ 同上 1945 年 8 月 1946 年 8 月 有 
517 Italy Vol.Ⅰ オックスフォード 1944 年 2 月 1944 年 2 月 無 
517a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 8 月 1944 年 9 月 無 
517b 同上 Vol.Ⅲ 同上 1945 年 8 月 1945 年 9 月 無 
517c 同上 
Vol.Ⅳ（Italian Islands, incl. 
Sardinia）  
同上 1945 年 12 月 1946 年 2 月 無 
518 Northerlands Last Indies Vol.Ⅰ ケンブリッジ 1944 年 4 月 1944 年 9 月 有 
518a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 11 月 1945 年 8 月 有 
519 Pacific Islands Vol.Ⅰ. General Survey 同上 1945 年 8 月 1946 年 7 月 有 
519a 同上 Vol.Ⅱ. Eastern Pacific 同上 1943 年 11 月 1944 年 2 月 有 
519b 同上 
Vol.Ⅲ.Western Pacific Tonga to 
Solomon Is. 
同上 1944 年 12 月 1945 年 7 月 有 
519c 同上 
Vol.Ⅳ.Western Pacific New Guinia 
and Islands Northward   
同上 1945 年 8 月 1946 年 8 月 有 
521 Belgium   同上 1944 年 2 月 1944 年 12 月 無 
522 Belgian Congo   オックスフォード 1944 年 4 月 1944 年 6 月 有 
523 Tunisia   同上 1945 年 2 月 1945 年 5 月 有 
524 Iraq & the Persian Gulf   同上 1944 年 9 月 1944 年 9 月 無 
525 Persia   同上 1945 年 9 月 1945 年 10 月 無 
527 
Western Arabia & the Red 
Sea 
  同上 1946 年 6 月 1946 年 7 月 有 
528 Luxembourg   ケンブリッジ 1944 年 9 月 1945 年 11 月 無 
529 Germany Vol.Ⅰ 同上 1944 年 1 月 1944 年 5 月 無 
529a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1944 年 3 月 1944 年 9 月 無 
529b 同上 Vol.Ⅲ 同上 1944 年 11 月 1945 年 5 月 無 
529ｃ 同上 Vol.Ⅱ 同上 1945 年 5 月 1946 年 7 月 無 
530 China Proper Vol.Ⅰ 同上 1944 年 7 月 1944 年 12 月 無 
530a 同上 Vol.Ⅱ 同上 1945 年 6 月 1946 年 7 月 有 
530b 同上 Vol.Ⅲ 同上 1945 年 7 月* * 有 
542 Albania   オックスフォード 1945 年 9 月 1945 年 10 月 無 
549 Notherlands   ケンブリッジ 1944 年 10 月 1945 年 5 月 無 
*「1946年 8月までに刊行されていないので未記入」との注が下記リストに記載されている。刊行年は原書の標題紙による。 
(「GHSのリスト」(Oxford University Archives 1946: GE 20/3)をもとに筆者作成。) 
 
表 1 GHS の刊行リスト(B.R.No.順）
英国海軍情報部作成の Geographical Handbook Seriesに関する一考察 8 





















「 地 理 学 者 で あ り 登 山 家 」（ Matthew and 
Harrison 2004d:188）であったメーソン教授であっ
た。センターの所在地はオックスフォード大学地理
学部 School of Geography（Mansfield Road）内に
あり，学部とは密接な提携を行っていた（Freeman 
1980:143）。NID6 つまり ISTD は地理学部に隣接し
たマンチェスター・カレッジ Manchester College
（Mansfield Road）, NID11 つまり写真図書館は新












主任で製図 10 名，タイピスト 3 名から構成されて















家 で あ り 研 究 者 」（ Matthew and Harrison 
2004e:298）であるワーディが就任し，編集主幹
（Editor-in-Chief）としてダービィ Henry Clifford 
Darby13)（1906-1992）が就任した。センターは，
スコット極地研究所 the Scott Polar Research 








いる(Oxford University Archives 1942: GE20/3)。
特に，Stanley Beaver (1907-1984), Hilda Ormsby 




































































































































A Short History of Greece from Early Times to 
1964 は，GHS の Greece(1944-1945 4 vols.)の歴史
部分によっている（Heurtley et al. 1967:lower 
cover）。A Short History…の著者 4 名中，3 名 W. A. 
Heurtley は Greece の第 1 巻の著者，H. C. Darby
は Greece の第 1，3 巻の著者，C. W. Crawley は第
1 巻の Contributor である。姉妹書である A Short 
History of Yugoslavia from Early Times to 1966 





Ⅳ China Proper 
 
1. Percy Maude Roxby21) (1880-1947)と中国研究 

















1912 年，Roxby（当時，リパブール大学 Liverpool 
Univ. 経済学部講師）は，Albert Kahn Traveling 





“ Wu-han ： the Heart of China ” Scottish 
Geographical Magazine 32(1916)，266-278. であ
る。Roxby の最も重要な論文は，中国の人口につい
ての，“The Distribution of population in China”
Geographical Review 15(1925),1-24．（筆者未見）




Occupation of China (Shanghai, 1922)であった。彼
はこれをおおいに利用した（Freeman1967: 159）。




































（タイトル）China Proper Vol. I (1)  
 (サブ・タイトル)Physical geography, history 
and peoples 
（責任表示）Naval Intelligence Division 
（出版地）［London］ 
（出版年月）1944 年 7月 
（頁数）xvi, 542p．: charts, maps, plates. 
（大きさ）23cm（8 vo.(2)）. 
（シリーズ）(Geographical handbook series ; B. 
R. 530) . 
(内容) 
Preface ［iii］-iv, Contents [v]-viii, Summary of 
contents of handbook on China Proper ［ix］, List 
of maps and diagrams ［x］-xii, List of plates [x 
iii]-xvi, (本文 ) [1]-462, 附録 I [463]-469, 附録
II[470]-476, 附録 III [477]-486, 附録 IV[487]-507, 
Conversion tables [508]-512, Index [513]-542, 1 
large holding map (China, 1:5000000)   
 
注（1）タイトル・ページの上部に“ Restricted”（部
外秘），“For official use only”と記載されている。
II，III 巻も同様。タイトル裏ページに“This volume 
was produced and printed for official purposes 
during the war 1939/45”の貼り紙が付されている。
なお，この貼り紙の下には“This book is for the use 
of persons in H. M. Service only and must not be 
shown, or made available, to any member of the 
public”と印刷されていた（他書で確認）。文中の“H. 
M. Service”は“His（Her） Majasty Service”の
略である。 
 China Proper は 2500 セットが刊行され，“For 
official use only”の件については 1955 年までに解
除され，一般に販売された（Freeman 1967: 160）





（タイトル）China Proper Vol. II 
 (サブ・タイトル)Modern history and admini- 
stration 
（責任表示）Naval Intelligence Division 
（出版地）［London］ 
（出版年月）1945 年 6月 
（頁数）xii,370 p.: charts, maps, plates. 
（大きさ）23cm（8 vo.）. 
（シリーズ）(Geographical handbook series ; B. 
R.530A). 
 (内容) 
Preface ［iii］-iv, Contents [v]-vii, Summary of 
contents of handbook on China Proper ［viii］, List 
of maps and diagrams ［ix］, List of plates [xi]-x 
ii,(本文)[1]-302, 附録 I [303]-309, 附録 II[ 310]-315,
附録 III[ 316]-339, 附録 IV [340]-349, 附録
V[ 350]-352, Index [353]-370. 
英国海軍情報部作成の Geographical Handbook Series に関する一考察 12 
（タイトル）China Proper Vol. III 
 (サブ・タイトル)Economic geography, ports and 
communications 
（責任表示）Naval Intelligence Division 
（出版地）［London］ 
（出版年月）1945 年 7月 
（頁数）xiv. 653p.: charts, maps, plates. 
（大きさ）23cm（8 vo.). 
（シリーズ）(Geographical handbook series ; B. 
R. 530B). 
 (内容) 
Preface ［iii］-iv, Contents [v]-vii, Summary of 
contents of handbook on China Proper ［viii］, List 
of maps and diagrams ［ix］-x, List of plates [xi]-x 
ii, ( 本文 ) [1]-574, 附録 I [575]-577, 附録 II 
[578]-593, 附録 III [594]-601, 附録 IV [602]-605, 
附録 V [607]-613,Conversion tables [614]-618
（Vol.I と同じ）, Index [619]-653。 
 
目次をつぎに記してみよう。 
第 I 巻 
第1部 自然地理 1.序 2.概略的な自然記述 3. 
北部中国 4.中央中国 5.南部中国 6.沿岸 7.土
壌と土壌の侵食 8.気候と天候 9.植生 10.病気と
衛生。第 2 部 歴史と住民 11.18 世紀末までの中
国史概説 12.歴史的文明 13.中国の国民 14.中
国語（書き方） 15.国語と方言。 附録 I 地名, 附
録 II 中国における地質の進化, 附録 III 中国語のロ




国史の概説 3.戦時中（1937-1944 年）の中国 
4.1922 年以来の中国の外交政策 5.政府と行政 6.
中国の法制 7.教育 8.人口の増加と分布。 附録 I 
英国と中国との文化的関係, 附録 II 主たる都市, 附
録 III 香港, 附録 IV マカオ, 附録 V 広州湾租借地
[フランス]。 
 
第 III 巻 
1.農業と森林管理 2.漁業 3.鉱業 4.工業 5.
貿易 6.通貨と金融 7.南部中国の港 8.上海と揚
州の港 9.北部中国の港 10.道路 11.鉄道 12.水
路 13.中国と香港における英国の権益 附録 I 食
品と栄養に関するノート, 附録 II 海運, 附録 III 郵





















主たる執筆者は，P. M. Roxby と T. W. Freeman で
ある。Contributors は，L. Giles, J. L. Maxwell, P. 
O’Discoll24), W. Simon である。編集担当は P. M. 
Roxby. なお，下線を付されている者は GE20/3 のリ
ストの China 担当に記載されている研究者である。 
第二巻の主たる執筆者は，P. M. Roxby。 Contri- 
butors は，T. W. Freeman, B. M. Husain, Yuen-li 
Liang, George Moss, P. O’riscoll, John Pratt, J. C. 
Stuttard, C.S. Wang。編集担当は P. M. Roxby で助
手に P. O’Discoll。第三巻の主たる執筆者は，B. M. 
Husain, P. O’Discoll。Contributors は，W. R. 
Cockburn, E. M. Gull, H. A. P. Jensen。編集担当は
P. M. Roxby と P. O’Discoll。P. O’Discoll は主たる
執筆者の一人および編集担当であるが前記のリスト



















の第 1 部 自然地理の部分であり，10章分（全巻の







が第 III 巻の全章（全巻の約 36％）であり，歴史的
内容（歴史的背景）に関する部分が第 I 巻の第 2 部 






















（b）Freeman は，「（GHS を）1930 年代の状況
を記述した世界地誌の一種である」（筆者下線）と述









第 II 巻を見ると，戦時中（1940 年代前半）の経
済・社会（システム）状況を解説している記事を散
見する。例えば，3.中の戦時中（1937-1944 年）の




第 III 巻の 1.から 6.までの各章中に「戦時中の発
展，1937-44 年」の節をそれぞれ設けて近況を解説
している。Chinese Ministry of Information の
Chine Handbook,1937-1943 (1943)(p.70,71,72,190
に引用), Statistical Abstract of China,1940(1940) 





（c）本稿 II の 2 の(ｂ)で既述したように，Clout 
and Gosme は AGH が道路，鉄道，その他コミュニ
ケーション（輸送機関）に関する記述を強調してい
るとのべている（Clout and Gosme 2003:154-155）。
China Proper ではこの点はどのように変化してい
るのであろうか。 
道路・。鉄道・水路は第 III 巻 10，11，12 の各
章において単立に扱われている（掲載頁数の計 128
頁）。コミュニケーションのひとつである港について
は第 III 巻 ７，８，９の章（掲載頁数の計 204頁）
で南部，上海と揚州，北部地域の港を記載している。
これらの頁数の合計は 332頁である。三巻全体の約


















Hucker の China: A Critical Bibliography 25)（以
下，Ｃｈｉｎａ Ｂib.と略す）を選定した。本ビブ
に取り上げられている資料は“編集者の意見として
学術的研究用”（Hucker 1962: foreword v）の図
書・雑誌記事等である。Ｃｈｉｎａ Ｂib. の選択基






Ｃｈｉｎａ Ｂib. の Land and Peoples（節）中
“Topography, Climate, Resources”の項に 9点の
資料が収録され，内 1945 年以前に刊行されたもの
が 5点（刊行終期が戦後のものを含む）ある。それ
ら 5点中，China Proper の Bibliographical Note
に記載されている図書が３点ある。それらは，
Cressey の China’s Geographic Foundations(1934)  
(China Proper に記載されている箇所：Vol.I. p.246, 
Vol.II. p.301, Vol.III. p.72），Lee の The Geology of 
China (1939)（同：Vol.I. p.48）と National Geo- 
logical Survey of China の Bulletin(1919-48)( 同： 
Vol.I. p.202)。“The People”の項をみると，8点が
収録され，内 1945 年以前に刊行されたものが 2 点
ある。China Proper の Bibliographical Note に記
載されている図書は，Li Chi の The Formation of 
the Chinese People. (1928)（同：Vol.I. p.432）１点
である。しかし，戦後分の Latourette の The 
Chinese : Their history and Cultune. (3d ed. Rev.)
の初版 (1934 年)は Vol.I. p.364 に記載されている。
Economic Patterns(節)の“Agriculture”の項に 22
点の資料が収録され，内 1945 年以前に刊行された
ものが８点ある。それら 8 点中，China Proper の 
Bibliographical Note に記載されている図書が 3点
あ る 。 Buck の Land Utilization in China. 
(1937)(同：Vol.III. p.72), Chinese Farm Economy. 




資料は至当に China Proper の本文中で引用・参照

















A. 第 II 巻 附録 I 英国と中国との文化的関係 





















他）。1914 年まで貿易と投資。1914 年から 1918 年
間の第一次世界大戦の影響。1917 年から 1937 年ま
での間の貿易と投資。日清戦争の影響。将来の展望
（結論）。Bibliographical Note． 


















































路図が China Proper には見られない。 
両資料共に交通，通信，衛生，住民，主要都市に
関する項目は記載されている。 






1930 年から 1940 年代代当時の日本における中国研



















（グールド）の考えである。   
 








（研究代表 高木彰彦 課題番号 18320136）の研







 筆者は，脱稿後，ウェッブ・サイト上で Cyril Gosme 
単著論文“ The Naval Intelligence Geographical 
Handbooks Series (Great-Britain, 1942-46): A 
Description and a Call for Comments”，を見出した。









誌学的研究．空間・社会・地理思想５:37-61.  源 昌
久 2002．石井（第七三一）部隊と兵要地誌に関する一
考察―書誌学的研究．淑徳大学社会学部研究紀要
36:209-226.  源 昌久 2004．関東軍の兵要地誌類作
成過程に関する一考察―書誌学的研究．淑徳大学社会学
部研究紀要 38:203-218. 
2）Hinsley は「1882 年」と記している（Hinsley 1979: 7）。 
3）Clout and Gosme はハンドブック 27 種，マニュアル
27 種と記している(Clout and Gosme 2003:154-155)。 
4）同じ文言がすべての巻の Preface に付されている。
（Naval Intelligence Division 1944:pref. iii-iv）．以下，
pref.は同様。 
5）海軍将校かつ情報将校である。彼の伝記的事項および
レ フ ァ レ ン ス は （ Matthew and Harrison 
2004c:568-569）を参照。 





年 9 月 3 日付けでゴッドフレィの Personal Assistant
および NID17 のスタッフを併命された（Oxford 
University Archives 1942: GE20/3）。フレミングが著
した小説，OO7 シリーズ中に登場する James Bond の
上官「M」のモデルのひとりは，ゴッドフレィである。
フレミングの伝記的事項およびレファレンスは




10）Clout and Gosme および Balchin は，58 冊と記して
いる（Clout and Gosme 2003:153）（Balchin 1987: 
171）。筆者が推測するに，Dodecanese の初版（1941











(最終アクセス 2007 年 11 月 7 日))。 
12）雇用形態はパート・タイムであり，1943 年 11 月に
辞職している（ Balchin 1987:171）。Clout は辞職時
期を「1943 年 9 月」としている（Clout 2007:82）。 
13）ダービィは，36 歳の時，リパプール大学地理学部に
おいて Roxby(本稿 V でのべる)の後継者となり，学部
長に指名される。彼の伝記的事項およびレファレンス
は（Matthew and Harrison 2004a:112-113）および
(Clout 2007:79-97)を参照。 













Darby 1947.The theory and practice of geography: 
an inaugural lecture.は筆者未見である。 
17）Syria（アジ研所蔵本）のタイトル・ページに旧所蔵
者 の ス タ ン プ “ Western Command Education 
Library”,見返しには“Garrison Library”が捺印さ
れている。Algeria Vol.II の見返しにも“Command 
Education Library H.Q. N.I.D Belfast”の印がみら
れる。GHS は，兵士の教育用図書として常備されてい
たのではないか。 




19）Darby,H.C.,Seton-Watson, R. W., Auty , P., Laffan, 
R.G.D. and Clissold, S.1966. A short history of 
Yugoslavia: from early times to 1966. 281p. 
Cambridge: Cambridge Univ. Pre. 
20）Butterfield, H., Brogan, D.W., Darby, H.C. and 
Jackson,J.H. 1959. A short history of France from 




22）パリの M. Albert Kahn により世界中を旅行するた
めの奨学資金が拠出され，毎年 2 名が選ばれる。 
23）Freeman によると，「(China Proper は)15 名の人
の著書であり，その内 4 名が主たる者で，他 11 名は特
別な章を執筆した」とのべている(Freeman 1960:125)。 
24）P. O’Discoll は，1910 年生まれで，NID5 に 1943 年
から 1945 年まで在職した（ Clout and Gosme 
2003:162）。 
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